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こ
の
独
居
等
高
齢
者
世
帯
の
除
雪
は
根
室
市
で

も
大
き
な
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

根
室
市
の
調
査
に
よ
る
と
、
根
室
市
内
の
独
居

世
帯
数
は
２
６
１
５
世
帯
、
高
齢
者
の
み
世
帯
は

１
６
５
１
世
帯
（
２
０
２
０
年
9
月
時
点
）
で
し
た
。

同
年
9
月
末
時
点
の
全
世
帯
数
が
１
万
２
３
５
１

世
帯
な
の
で
、
独
居
と
高
齢
の
み
世
帯
を
合
わ
せ

た
世
帯
数
は
全
世
帯
の
34
％
以
上
を
占
め
ま
す
。

根
室
市
で
は
、
除
雪
サ
ー
ビ
ス
利
用
世
帯
と
し
て
、

２
４
１
世
帯
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
（
２
０
２
０
年

度
末
時
点
）
。
大
雪
の
時
に
は
、
高
齢
者
事
業
団
や

希
望
の
家
、
そ
し
て
市
職
員
が
分
担
し
て
除
雪
に

あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
毎
年
除
雪
を
希
望
す

る
世
帯
が
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
対
応
に
苦
慮
し

て
い
る
状
況
で
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
除
雪
の
担
い
手
を
増
や
す
た
め
、

市
は
２
０
２
０
年
度
か
ら
町
内
会
な
ど
市
内
団
体

や
個
人
に
「
福
祉
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
登
録
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

市
に
登
録
さ
れ
た
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
は
、

２
０
２
０
年
度
が
13
団
体
、
2
個
人
。
２
０
２
１
年

度
は
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
が
若
干
増
え
て
、

13
団
体
、
5
個
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
そ
の
う
ち
の
大
部
分
が
、
珸
瑤
瑁
や
幌
茂

尻
な
ど
い
わ
ゆ
る
郊
外
の
地
域
に
お
け
る
町
内
会

等
の
団
体
で
す
。
圧
倒
的
に
人
口
の
多
い
市
街
地

域
で
は
、
福
祉
除
雪
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
ま

だ
ま
だ
足
り
な
い
状
況
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

先日、全道各地で「除雪ボランティア不足」という記事が新聞報道され
ていました。記録的な大雪が続く今年、除雪の依頼が急増する一方で、
過疎化と高齢化そして新型コロナ感染の影響から、地域における除雪の
担い手が減っており、各地で苦慮しているという内容でした。

支えあいの地域づくりに向けて

「公
助
」っ
て
、
何
だ
ろ
う
？

先
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
研
修
を
受
け
て
い
た
時
、
講

師
の
先
生
が
「
日
本
語
に
は
も
と
も
と
『
公
助
』
な
ん

て
言
葉
は
無
か
っ
た…

」と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
れ
、
そ
う
だ
っ
け
？

で
は
、
自
分
は
一
体
い
つ

か
ら
こ
の
言
葉
を
使
っ
て
い
る
の
か
？

手
元
に
あ
っ
た
「
広
辞
苑
」
第
五
版
を
見
る
と
、
『
工

女
、
公
序
、
孝
女
、
後
序
、
皇
女
、
耕
鋤
、
高
女
、
控

除
』
・
・
・
無
い
。
こ
れ
ま
で
一
度
も
聞
い
た
こ
と
が
無

い
よ
う
な
「
コ
ウ
ジ
ョ
」
が
並
ん
で
い
る
の
に
、
「
公
助
」

と
い
う
言
葉
が
辞
典
に
無
い
。

最
近
こ
の
言
葉
が
物
議
を
醸
し
た
の
は
昨
年
、
菅

前
首
相
の
発
言
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
防
災
分
野
で
は
、

か
な
り
昔
か
ら
「
自
助
・共
助
・公
助
」と
い
う
言
葉
が

使
わ
れ
て
い
る
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
「
社
会
保
障
」
分
野
で
も
よ
く
使
わ
れ

る
印
象
が
あ
り
ま
す
。

多くの方が必要に応じて
コロナ検査できる仕組みを

と
こ
ろ
で
戦
後
の
日
本
に
お
け
る
社
会
保
障
は
、

日
本
国
憲
法
第
25
条
2
項
に
「
国
は
、
す
べ
て
の
生

活
部
面
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
及
び
公

衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
」と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
社
会
保
障
は
本
来
、
そ
の
対
象
を
特

定
の
階
層
や
階
級
に
限
定
せ
ず
、
社
会
を
構
成
す

る
全
て
の
人
に
対
し
て
、
『国
家
の
責
任
』と
し
て
実

施
さ
れ
る
制
度
で
す
。

し
か
し
政
府
は
、
２
０
０
６
年
厚
生
労
働
白
書
で

「
我
が
国
の
社
会
保
障
は
、
自
助
、
共
助
、
公
助
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
り
形
作
ら
れ
て
い
る
」
と
断
言
し

ま
し
た
。
今
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
ま
さ
に

こ
の
概
念
を
体
現
し
た
も
の
と
言
え
ま
す
。

い
つ
の
間
に
か
、
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
社
会
保
障
の

概
念
が
作
り
変
え
ら
れ
て
い
た
。
恐
ろ
し
い
こ
と
に

筆
者
は
こ
れ
ま
で
「公
助
」と
い
う
言
葉
を
、
何
の
疑

問
も
無
く
使
っ
て
き
ま
し
た
。

「
夫
が
出
張
で
地
方
に
出
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
知
ら
な
い
間
に
感
染
を
広
げ
る
の
が
怖

く
て
子
ど
も
を
施
設
に
通
わ
せ
る
こ
と
が

出
来
な
い
・・・」

先
日
、
障
が
い
施
設
を
利
用
し
て
い
る
方

の
親
か
ら
、
そ
ん
な
話
を
聞
き
ま
し
た
。

現
在
、
北
海
道
の
「
ワ
ク
チ
ン
・
検
査
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
に
関
連
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
の
無
料
検

査
が
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
通
常
は
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
方
が
対
象

で
す
が
、
特
措
法
に
基
づ
く
「
感
染
拡
大
傾

向
時
の
一
般
検
査
事
業
」
と
し
て
、
2
月
7

日
ま
で
、
感
染
不
安
を
感
じ
る
無
症
状
の

方
を
対
象
に
検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

道
内
で
は
薬
局
や
医
療
機
関
な
ど
「
無
料

検
査
事
業
所
」と
し
て
２
８
３
施
設
が
登
録

さ
れ
て
お
り
、
近
隣
で
は
中
標
津
町
や
別

海
町
、
厚
岸
町
な
ど
で
も
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
（１
月
25
日
時
点
）。

し
か
し
現
時
点
で
、
根
室
市
内
で
実
施
で

き
る
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
内
の
薬
局
等
で
は
、
検
査
に
立
ち
会
う

薬
剤
師
な
ど
専
門
職
体
制
の
困
難
さ
か
ら
、

こ
の
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
無
料
化
事
業
」
を
実

施
す
る
こ
と
が
難
し
い
、
と
状
況
も
あ
る
そ

う
で
す
。
ま
た
一
方
で
、
全
国
的
に
は
感
染

拡
大
に
よ
り
、
検
査
の
申
し
込
み
が
殺
到
。

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
が
全
国
的
に
不
足
と
い
う

報
道
も
あ
り
ま
す
。

1
月
以
降
、
市
内
で
も
2
件
の
ク
ラ
ス

タ
ー
な
ど
過
去
に
な
い
水
準
で
感
染
拡
大
し
、

多
く
の
市
民
の
方
が
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

先
日
、
根
室
市
は
独
自
施
策
と
し
て
、
保

健
所
調
査
の
対
象
に
な
ら
な
い
が
、
感
染
者

と
接
触
し
た
こ
と
で
「
感
染
の
可
能
性
の
あ

る
人
」
（
知
人
・
友
人
・
職
場
）
に
対
し
て
、
抗

原
検
査
キ
ッ
ト
を
配
布
す
る
考
え
を
示
し
ま

し
た
。
（1
月
26
日
付
の
新
聞
報
道
）

ま
だ
具
体
的
な
制
度
の
内
容
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
不
安
を
抱
え
る
市
民
が
必
要
な
時

に
検
査
等
が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
に
な
る

よ
う
に
、
出
来
る
限
り
幅
広
い
方
を
対
象
に

す
る
な
ど
積
極
的
な
仕
組
み
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
、
と
思
い
ま
す
。

町
内
会
な
ど
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
本

当
に
自
分
の
家
を
除
雪
す
る
こ

と
す
ら
大
変
な
状
況
で
す
。

そ
れ
で
も
大
雪
が
降
っ
た
時

に
は
、
隣
近
所
で
お
互
い
に
助

け
合
う
光
景
は
こ
の
根
室
で
は

本
当
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

地
域
の
強
い
繋
が
り
を
活
か

し
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
方
や

町
会
な
ど
各
団
体
が
事
業
に
参

画
し
て
も
ら
え
る
取
り
組
み
が

必
要
と
思
い
ま
す
。


